
研究主題    表現力育成のためのメディアの有効的活用 

～総合的な学習と教科との学びの関連を通して～ 

七尾市立徳田小学校 岩崎 京子 

 

要約：総合的な学習と教科，メディアを関連させて，意図的計画的に年間指導計画に位置づけることで，

繰り返し学ぶ場の保障や表現力を育成する見通しを持った指導，一人一人への支援ができ，表現

力の育成につながった。また，自己の学びを振り返る自己評価力の育成も子どもの学びを高める

には大切であることがわかった。 
キーワード：総合的な学習  年間指導計画  メディア活用表  計画性  自己評価力 

 

Ⅰ．研究の目的 

表現力育成の観点を設け，表現力を育成する

「総合的な学習と教科の関連の手立て」と「メデ

ィア活用の方法」及び「自己評価力」を高める評

価の在り方について探る。 
 
Ⅱ．研究の結果 

１．表現力育成の観点 

「表現力」の観点について，石川県内の小学

校・中学校・高等学校における中堅教師（教職１

５年以上）１６名を対象に調査し，それらをすべ

てカード化して得られた６つの観点の中から，次

の４つを表現力育成の観点とした。 

 

 

 

 

 多様な表現 …メディアなどを活用した多様な表現方法

 

２．総合的な学習と教科の関連 

総合的な学習と教科との関連について，「内容」

と「学び方」の２つの面から考え，それを図式化

した（図表１）。 
図表１ 総合的な学習と教科の関連図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．「表現力育成のためのメディ

成 

メディアを活用する３つの場面

ように表現力を高めるのかを意

ための表を作成した（図表２）。 

 
 
図表２ 表現力育成のためのメディア活用表 
   （例 5年 年間「おいしいお米つくり隊」） 
 
 
 
 

 

 

４．自己評価力育成の試み 

自己の学びを振り返るためのビデオクリップ

の活用と、それに合わせて用いる教師からの「単

元通知表」を考えた。単元通知表には，①総合の

学びの観点から見た子どもの様子やその評価，②

特によい観点，③教師からのメッセージを記入す

る。 

自己の思い …伝えたい内容や思いの高まり 

人との関わり…表現する相手を意識したコミュニケーショ

ン 

目的や相手に表現のスキル… 応じてわかりやすく伝える

表現の技能 
５．実践 

（１）実践Ⅰ第５学年 国語科 

単元名「インタビュー名人になろう」 

（２）実践Ⅱ 第５学年 総合的な学習 

単元名「一等米をめざす必要はあるのか」 

 

Ⅲ．結論 

・総合的な学習と教科は，指導時期や関連時期を

見通して，学び方を関連させた年間指導計画を

作成することで，見通しを持って繰り返し学ぶ

場が保障され，子どもに学ぶ意欲や有用感を持

たせながら，表現力を育成することができる。 
・総合的な学習と教科を関連させた年間指導計画

に，つけたい表現力の観点を明確にしたメディ

ア活用の場を設け，意図的計画的に埋め込んで

いくことで，見通しを持った指導や一人一人へ
内容…横断的・総

合的な課題，児童

の興味・関心に基

づく課題，地域や

学校の特色に応

じた課題の内容

学び方…学習や

生活に生きて働

く技能 
ア活用表」の作   ・自己評価カードを活用して学びへの振り返りを

意識させたり，活動を振り返るビデオクリップ

や単元通知表を活用して客観的な振り返りを

行うことは，自己評価力の育成に役立つと考え

る。 

において，どの

図的に意識する

の支援ができ，子どもの表現力育成につながる。 


